
































経験主義教育を理論的背景とする（Beckett, 2006; van Lier, 2006）。Dewey 
（1938/1997）は「なすことによって学ぶ」ことを提唱し、経験することを教育
プロセスの中心に置いた。PBAは、経験学習（experiential learning）や協働学
習（collaborative learning）を重視し、Discussion, Research, Presentationの 3つ
の活動を含むプロジェクト学習を中心としたアプローチである（田中 , 2009, 































     
297教師の協働によるプロジェクト重視の小学校英語活動 ―活動理論の視点からその実践を検証する―


















果で、児童の ZPD（Zone of Proximal Development, 最近接発達領域）（Vygotsky, 




















































状況によって変わりうる主体的行為者 (human agency) 同様、人間の活動 (human activities) を
全体的に捉えようとする人間の集団的活動システム (collective human activity system)である。
特に、Engeström (1999) や山住 (2004) らは、学校教育を中心とした協働性を持つ集団の活動
を「活動システム」（activity system) と捉え、これを「活動理論」によって理論化した。よっ




















                                                
3. 研究方法
この活動システムを利用した本稿の研究方法について述べる。まず、2011 年 4 月から 2016
年 3 月までデータ収集を行った。データは担任と児童の授業の振り返りと担任の学期毎の自
由記述アンケート、それに JTE の観察記録ジャーナルである。分析方法は、2 種類である。
(1) 担任、JTE、児童のデータを 5つの時期に分け、担任と JTEを中心とした実践者集団の相
互関係の変化を KJ 法 (川喜田, 1967) 的に質的分析を行う。(2) スタート時点である 2011年
4月と 5年後の 2016年 3月のデータを基に活動システム図を作成し、2時点を可視化する。
れら(1)と(2)よって、5年間の実践者集団内の教師たちの協働の変化を捉えようとした。
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　以下は、実践者集団の相互関係の変化を 5つの時期（① 2011年 4月、②
2011年 7月、③ 2012年 3月、④ 2014年 3月、⑤ 2016年 3月）に分け行った
分析の結果である。
　
































































　2011年 4月と 2016年 3月の実践を山住（2004）の活動システムモデル（図 3
参照）で可視化してみると、6要素が個々に変化しているだけでなく、相互
に関連し合って実践者集団の協働に大きな変化を与えていることが分かる。





任と JTE で分担することが基本であったが、プランの作成・提案は主に JTE
が行っていた。

















示すように、ルールは、一緒に考えながら実践するように変わった。また、分業も Team Teaching 
による分担は、担任がアイディアを出した活動では担任が中心となり、徐々に分担のバラン
スも変化していった。さらに、振り返りを踏まえて検討課題もともに考えるようになった。

















































伴い、年間 4時間ではあるものの 3, 4年生の英語活動もALTに任せるので
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